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第第８８節節 依依存存症症専専門門医医療療機機関関・・治治療療拠拠点点機機関関

当センターは、平成 年 月から埼玉県依存症専門医療機関及び依存症治療拠点機関としての

指定を受け、依存症等に関する取り組みを進めている。また、平成 年 月からは、さいたま市

依存症専門医療機関及び依存症治療拠点機関として指定を受けている。

依存症専門医療機関としての取り組み

依存症にかかる診療実績 人

アルコール健康障害 薬物依存症 ギャンブル等依存症

入院医療の

診療実績

実人員

延人員

外来医療の

診療実績

実人員

延人員

専門プログ

ラムを有す

る外来医療

の診療実績

プログラム名
外来アルコール

ミーティング

薬物依存症再発予防

プログラム（ ）

ギャンブル障害

プログラム

実人員

延人員

依存症関連問題に関する連携

種別 施設名等 連携内容

相談機関 埼玉県立精神保健福祉センター

・アルコール依存症家族教室、薬物依存症家族教室の共

催、講師派遣

・依存症対策連携会議への参加

・依存症フォーラムへの協力

・依存症支援者研修への講師派遣

医療機関 白峰クリニック
・アルコールデイケア活用のための個別支援を通じた連携

・事例検討会の実施

民間団体等

さいたまマック
・さいたまマック通所のための個別支援を通じた連携

・事例検討会への参加を通じた連携

埼玉ダルク ・ダルク利用のための個別支援を通じた連携

埼玉県断酒新生会

・外来通院患者の断酒会例会参加への紹介（ ）を通

じた連携

・入院患者への断酒会活動紹介

・セミナーへの講師派遣

・会報誌『かがり火』への寄稿
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種別 施設名等 連携内容

民間団体等

ｱﾙｺﾎｰﾘｸｽ・ｱﾉﾆﾏｽ）

ﾅﾙｺﾃｨｸｽ･ｱﾉﾆﾏｽ）

山谷マック

さいたまマック

埼玉ダルク

女性ダルク（フリッカ）

・メンバー、スタッフによる入院患者へのメッセージ

・ セミナーへの講師派遣

上記以外 さいたま保護観察所
・薬物依存問題に係る地域連携会議を通じた意見交換・情

報共有

依存症治療拠点機関としての取り組み

依存症に関する取り組みの情報発信

媒 体 内 容

ホームページ
「研修情報」「依存症についての基礎知識」「 ワークブック」を掲載した。

「家族教室」をホームページから申し込み可能にした。

依存症フォーラム 埼玉県立精神保健福祉センター主催のフォーラムにて、動画による情報発信をした。

依存症治療拠点機関研修で行われた研修の内容を、申し込みのあった者へ、期間限定

でオンデマンド配信した。

依存症に関する医療機関を対象とした研修（依存症治療拠点機関主催研修会）

オンライン研修（オンデマンド配信） 参加者数： 人（ 機関）

日時／研修名 内 容 講 師

～

アルコール健康障害・

薬物依存症・ギャンブ

ル等依存症研修会

（オンデマンド配信

～ ）

【講義】依存症治療総論・女性と依存症

アルコール健康障害・薬物依存症・ギャ

ンブル障害の基本的な理解

女性と依存症について

当センター第 精神科科長

合川 勇三

【講義】女性の依存症患者へのかかわり方
当センター副病院長・外来統括部長

成瀬 暢也

回復者の話
埼玉東部断酒新生会

ダルク女性ハウス フリッカ

【講義】女性依存症の支援とかかわり

～外来クリニックで出会う軽症例から

重症例まで～

白峰クリニック 副院長

公認心理師・臨床心理士

河西 有奈氏
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関係機関・団体等との検討会・連絡会

検討会名 内 容

自助グループ・リハビリ施設

連絡調整会議
オンラインで開催し、 施設 名が参加した。

事例検討会
白峰クリニックとともに 回開催し、計 名が参加した。

名参加 名参加

アルコール関連問題連絡会 オンラインで開催され、医師等 名が参加した。

その他

事業名称 内容

第 回依存症支援者研修（埼玉県立精神保健福祉センター主催）
講師派遣

第 回さいたま市アルコール関連問題ネットワーク会議
参加・取り組みを発表

令和 年度埼玉県依存症対策連携会議（埼玉県立精神保健福祉センター主催） 参加

令和 年度薬物依存問題に係る地域連携協議会（さいたま保護観察所主催） 参加

令和 年度ギャンブル等依存症専門会議
オンラインで参加・発表

令和 年度埼玉県アルコール健康障害専門会議
オンラインで参加・発表




